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維
新
政
治

　
橋
下
徹
大
阪
市
長
が
率
い
る

　
「
維
新
の
会
」
が
地
元
、
大
阪

で
も
揺
れ
て
い
ま
す
。
大
阪
市

議
会
で
は
、
市
長
肝
煎
り
の
議

案
の
否
決
や
継
続
が
目
立
ち
、

単
独
過
半
数
を
握
っ
て
い
た
府

議
会
も
先
週
、
初
の
造
反
で
過

半
数
割
れ
し
ま
し
た
。
大
阪
市

を
解
体
し
て
府
と
統
合
す
る

　
「
大
阪
都
」
構
想
を
掲
げ
、
２

年
前
の
大
阪
市
長
・
府
知
事
選

で
は
「
圧
勝
」
と
報
じ
ら
れ
た

　
「
維
新
」
が
い
ま
、
深
刻
な
行

き
詰
ま
り
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
（
藤
原
直
）

　
「
ま
あ
少
数
与
党
で
す
か
ら

ね
。
こ
れ
以
上
で
き
ま
せ
ん
よ
、

僕
は
」
。
市
議
会
が
閉
会
し
た
1
7

日
、
橋
下
氏
は
、
地
下
鉄
民
営
乞

の
３
度
目
の
継
続
審
議
な
ど
議
会

側
の
厳
し
い
判
断
が
目
立
つ
現
状

に
つ
い
て
問
わ
れ
、
こ
う
話
し
ま

し
た
。

　
　
　
必
ず
ボ
ロ
出
す

　
９
月
か
ら
の
市
議
会
で
は
橋
下

氏
の
思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
場

面
が
相
次
き
ま
し
た
。
市
立
幼
稚

園
の
廃
止
・
民
営
化
で
は
、
保
護

肝いり議案否決相次ぐ
会
見
で
自
身
へ
の
批
判
的
報
道
に

対
し
て
、
し
つ
こ
く
注
文
を
付
け

る
橋
下
氏
＝
1
2
日
、
大
阪
市
役
所

Ｆ-‘

　
維
新
は
惨
敗
し
た
同
市
長
選

後
、
市
民
か
ら
見
た
橋
下
氏
の
人

物
像
が
大
阪
人
が
好
む
「
挑
戦

者
」
か
ら
大
阪
人
が
嫌
う
「
権
力

者
」
に
変
化
し
た
と
分
析
。
維
新

前
秘
書
が
出
馬
し
た
岸
和
ｍ
市
長

選
で
は
「
橋
下
・
維
新
隠
し
」
に

徹
し
ま
し
た
が
、
結
局
、
負
け
ま

し
た
。

　
　
　
独
裁
的
な
本
性

　
二
宮
氏
は
橋
下
氏
の
「
支
持
率

Ｏ
価
に
な
ろ
う
が
今
の
ま
ま
突
き

進
む
」
（
Ｈ
月
1
9
日
）
と
の
発
言

に
「
独
裁
的
本
性
が
現
れ
て
い

る
」
と
指
摘
。
「
有
権
者
に
対
す

る
こ
れ
ほ
ど
の
侮
辱
は
な
い
。
都

構
想
自
体
も
そ
ん
な
も
の
だ
」
と

批
判
し
ま
す
。

　
奈
良
女
子
大
学
の
中
山
徹
教
授

は
、
こ
の
間
の
大
阪
の
変
化
を
振

り
返
り
「
橋
下
氏
の
新
自
由
主
義

的
な
地
域
破
壊
の
中
で
、
地
域
の

良
心
的
保
守
層
が
立
ち
上
が
り
、

　
『
地
域
の
福
祉
や
自
治
を
守
る
』

と
い
う
一
致
点
で
民
主
的
団
体
が

共
同
を
広
げ
れ
ば
、
新
た
な
民
主

的
自
治
体
を
誕
生
さ
せ
る
条
件
が

で
き
つ
つ
あ
る
」
と
語
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇

　
1
9
日
で
就
任
２
年
を
迎
え
た
橋

下
市
長
ら
が
住
民
に
も
た
ら
し
た

傷
痕
と
、
「
維
新
政
治
」
を
揺
る

が
す
大
阪
の
だ
た
か
い
を
、
「
揺

れ
る
維
新
政
治
」
と
し
て
シ
リ
ー

ズ
で
伝
え
ま
す
。
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者
や
連
合
町
会
の
強
い
反
対
に
あ

っ
て
第
１
期
1
9
園
の
う
ち
1
4
園
の

廃
止
が
否
決
。
大
阪
府
立
大
学
と

の
統
合
に
向
け
た
市
立
大
学
の
定

款
変
更
の
議
案
も
否
決
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
５
月
に
は
「
府
市
統
合

の
象
徴
」
と
し
て
知
事
時
代
か
ら

進
め
て
き
た
水
道
統
合
議
案
も
否

決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
″
力
の
源
泉
″
と
い
わ
れ
た
登

退
庁
時
の
囲
み
取
材
で
並
ん
だ
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
も
、
1
0
月
か
ら
代
表

撮
影
に
。
会
見
で
は
「
頓
挫
な
ん

て
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」
な

ど
と
報
道
内
容
に
ケ
チ
を
つ
け
る

の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
改
憲
型
新
自
由
主
義
は
必
ず

ボ
ロ
を
出
す
ん
で
す
よ
」
。
二
宮

厚
美
神
戸
大
学
名
誉
教
授
は
、
今

年
５
月
の
「
慰
安
婦
」
暴
言
以
降
、

橋
下
氏
は
「
守
勢
」
に
回
り
、
常

に
「
言
い
訳
」
や
「
弁
明
」
に
追

わ
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
「
堺

は
な
く
し
ま
せ
ん
」
「
住
民
投
票

が
あ
る
か
ら
安
心
を
」
と
「
都
」

構
想
批
判
へ
の
弁
明
に
追
わ
れ
た

９
月
の
堺
市
長
選
が
典
型
だ
と
言

い
ま
す
。
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